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axf −−+=        (1) 
で与えられる．ここで a，b，c はテーパの形状を表すパラメータである．a は に
おける関数の漸近値を表わし，c は関数の変曲点である．また，
∞→x
4)( abcf =′ であり，b
は変曲点における接線の傾きを決めるパラメータとなる．ここで 2)( acf = の関係があ
り，また， であれば，開口幅は1)( >>− cLb aW 2= で与えられる． 
設計周波数を 35GHz としたときのフェルミアンテナの構造パラメータを表 1 に示す．
誘電体基板の比誘電率は 3.7とした．解析においてセルサイズは∆x=0.1714mm，∆y =0.1mm，


























表 1 フェルミアンテナの構造パラメータ 
寸法の名称 [mm] λ@35GHz セル分割数 
アンテナ長 L 34.28 4 200∆x 
開口幅 W 7.8 0.91 156∆z 
基板端・開口端距離 d 1.15 0.13 23∆z 
基板幅 D 10.1 1.18 202∆z 
基板厚さ h 0.2 0.02 2∆y 
コルゲート長 lc 1.1 0.13 22∆z 
コルゲート幅 wc 0.3428 0.04 2∆x 
コルゲートピッチ p 0.6856 0.08 4∆x 



























































図 3 動作利得パターン 
 
４．動作メカニズムの考察 
















2. コルゲート構造は電流の x成分を z成分に変換する役割をもつ． 
3. 電流の z成分はテーパ内外で x方向に同位相の電磁波を放射し，アンテナの実効開口
面積が大きくなり利得の増加に寄与する． 
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